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共
産
党
市
議
団
は
去
る
１４

日
、
山
仲
市
長
に
来
年
度
野

洲
市
予
算
に
対
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
暮
ら
し
、

福
祉

・
医
療
、
教
育
な
ど
全
体
で
６９

項
目
。
い
ず
れ
も
市

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
願
い
で
す
。 

今夏の台風及び豪雨災害の救援募金を野洲駅で実施し、皆様から４万 7,737 円の募金が寄せられました。

あたたかいご支援に感謝申し上げます。被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。寄せられた

募金は日本共産党中央委員会を通じて全額被災地に送らせていただきました。ありがとうございました。 

介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
高
い
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
。
ま
た
、
引

き
下
げ

へ
国
に
国
費
の
投
入
を
求
め
る
こ
と
。 

 

中
学
校
３
年
生
ま
で
通
院
医
療
費
の
無
料
化
を
拡

大
さ
れ
る
こ
と
。
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
の
た

め
に
、
保
育
所
の
建
設
を
さ
れ
る
こ
と
。 

 

マ
ン
モ
ス
化
し
た
養
護
学
校
解
消

へ
養
護
学
校

の
新
設
を
県
に
求
め
る
こ
と
。
給
食
の
残
留
放
射

能
検
査
の
た
め
に
測
定
器
の
購
入
を
。
市
立
体
育

館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
移
転
に
伴
い
、
１
０
０
円

が
７
０
０
円
に
な
る
事
に
対
し
て
、
料
金
設
定
を

検
討
さ
れ
る
こ
と
。 

 
コ
ミ
バ
ス
の
設
備
や
運
行
の
見
直
し
、
利
用
者

へ
の
配
慮
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
。
交
差
点
や
通
学

路
の
安
全
対
策
や
除
草
回
数
の
検
討
を
す
る
こ

と
。 

 

市
内
企
業
に
対
し
て
、
正
規
雇
用
の
確
保
を
求

め
る
こ
と
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
化
を
は

か
る
こ
と
。 

 

河
川
の
氾
濫
に
対
し
て
治
水
対
策
の
幹
線
整
備

を
図
る
こ
と
。
河
川
の
雑
木
の
撤
去
を
県

・
国
に

求
め
る
こ
と
。
自
主
避
難
所
は

「勧
告

・
指
示
」

と
同
様
の
、
毛
布
や
食
料
の
供
給
が
で
き
る
体
制

を
。
支
川
の
氾
濫
に
よ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
を
。
原
発
の
再
稼
働
に
は
反
対
さ
れ
る
こ
と
。 

 

平
和
首
長
会
に
復
帰
さ
れ
る
こ
と
。
核
兵
器
廃

絶
国
際
署
名
を
市
役
所
の
窓
口
に
配
置
さ
れ
る
こ

と
。 

  

平和 防 災 産 業 教 育 子育て   医療   まちづくり 

 

■議長 岩井智恵子   ■副議長 野並享子    ■監査委員 山崎敦志 
  
◆総務常任委員会      ◎山本 剛  〇工藤義明  坂口重良  荒川泰宏   稲垣誠亮  津村俊二 
◆文教福祉常任委員会    ◎矢野隆行  〇東郷克己  橋 俊明  北村五十鈴  野並享子  長谷川崇朗 
◆環境経済建設常任委員会  ◎山崎敦志  〇田中陽介  立入三千男  東郷正明   鈴木市朗 
◆議会運営委員会       ◎橋 俊明  〇矢野隆行  坂口重良  北村五十鈴  工藤義明  長谷川崇朗  

鈴木市朗 
◆野洲病院整備事業特別委員会 ◎橋 俊明  〇工藤義明  ※議長を除く全議員 

  

 去る８日及び１１日、臨時市議会が開催され、正副議長、各委員会委員の改選が行われました。共産党市議

団の野並享子市議が副議長に就任しました。共産党市議団は市民の暮らし守る市政前進へがんばります。 

野並享子市議 
 
副議長、文教厚生常任委員会、病院整備
事業特別委員会 

東郷正明市議 
 
環境経済建設常任委員会、病院整備事業
特別委員会、議会改革推進特別委員会 

工藤義明市議 
 
総務常任委員会副委員長、議会運営委員
会、病院整備事業特別委員会副委員長、
湖南広域行政事務組合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安倍首相主催の「桜を見る会」。税金を使

った公的行事です。これを安倍首相が自らの

後援会活動に利用、私物化していました。  

 

日本共産党の田村智子参院議員の質問（８

日）が大反響です。「桜を見る会」の参加者・

支出額は安倍政権下で増え続け、２０１８年

には予算の３倍にも。各界で「功労・功績の

ある方」を各府省が推薦するとしながら、後

援会・支持者が多数招待されています。  

首相は「どういう功績があったのか」との

質問に全く答えられませんでした。税金私物

化が浮き彫りです。 

安倍首相は１４日、「来年は中止する」と

しましたが、中止で済む問題ではありませ

ん。一国の首相が国民の税金で「後援会活動」

を行う究極のモラル破壊が許される訳があ

りません。 

「実際に功績のある招待者は約２０００名ぐら

い？」……。こんな声が囁かれています。であれば残

り１万６０００人の実態は闇の中です。 
 

この疑惑の解明に、共産党と立憲民主党、国民民主

党などの会派は「総理主催『桜を見る会』追及チーム」

を発足させました。大事なことは、安倍首相個人の問

題であり、安倍首相は国会に出てきて、正直に真相を

語るべきです。 

質
問
す
る
田
村
智
子
議
員

（８
日
）

参
院
予
算
員
会 

桜
を
見
る
会
で
参
加
者
と
記
念
写
真
を
撮
影
す
る
安
倍
首
相
夫
妻
＝

４
月
１
３
日
。
東
京

・
新
宿
御
苑

（首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 


